
■
■

田村法律事務所

田村裕―郎  弁護士 染谷裕大

連載 第3回 当直・宿直の労働時間性 (医師)

病院における医師の働き方の特殊な点として、当直・宿直・日直 (以下、宿日直)

があるという点が挙げられます.宿日直は後述するとおり、一定の許可基準を満たし

た場合、断続的労働として労基法の労働時間規制の適用除外 (例えば、法定時間外労

働の割増賃金等の支払いが不要となる)とすることができます。ただし、宿日直といつ

ても、頻繁に対応が求められる場合とほとんど対応が不要な場合など実態はさまざま

であり、「医師の働き方改革に関する検討会 中間的な論点整理」でも基準自体の見直
しや新たな取り扱いの検討に関する意見が挙がっています。

別表 医師、看護師の宿日直の許可基準

I一般的許可墓率】
(1)勤務の態様
・常態としてほとんと労働する必要のない動務
・原則として、連常の労働の継続は許可しない
(2)宿 日直手当
・ 1日 またIよ l回につき、宿日直勤務を行う者に支払われる賃金の 1口 平均額の3分の 1以上
13)宿口直の回数
・宿直については週 1回、日直については月1回を餃度
(4)その他
・宿直については、相当の睡眠設備の設置

病院における
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!仄師、看護師■の宿||:の絆●基準 (一般1,基準の取扱い細日)】
0)逆常の勤務囃 0の拘束から完全に解放された後のものであること.
12)々間に従事する業務は、一般の宿直業務以外に、,v院のた時巡何、■■,態の報ri、 少数の要注意
思者の定時検脈.検温等、特殊の措置を必要としない11度の、または短時111の 業務に限ること。
(応急患者の,接 または人院、思者の死亡.II,産 ヽがあり、11間 と同態様の労働に従事することが常態
であるようなものはrF可 しない)
(3, 夜間に十分離眠が取 1,得ること。
(4)絆■を得て■rtを 行う場合に、(2)の カッコ内のような労働がまれにあっても

`い
げを取り消さないが、

そのi'手間については労働↓攀法第

“

条.第 36条 による1‖ユ1外労働の子性きを行い、同法第ン条の割増
it金を支払うこと。

断続的労働

(1)断続的労働とは

断続的労働とは、手待時間 (実作業には

従事しておらず、使用者の指示を受けて業

務のために待機している時間)が多く、実

作業が間欠的にしか行われない労働をいい

ます。断続的労働は労働密度が薄く、精神

的・肉体的負担も小さいことから、行政庁

の許可を受けた場合、労働時間規制の適用

が除外されます (ただし、深夜労働につい

ては適用除外にならず、割増賃金の支払い

が必要となる点に注意が必要
い
)。

一般的な具体例としては、(手待時|:らの多

い)寮母、役員専属自動車運転手、(精神的

緊張等の少ない)警備員などがあります。

断続的労働の中でも宿日直については特

別の許可手続きがあり、その中でも医師、

看護師等の宿日直については、通達で別途

許可基準が定められています。

(2)医師、■饉師の宿日直の許可基準

医師、看護師の宿日直の許可基準の概要

は別表のとおりであり、一般的許可基準に

加え、業務内容などについて定められてい

ます
2)。

(3)医師の宿日直について

実務上、医師の宿日直において許iT基準

をすべて満たすことはそれほど容易ではな

いと考えられます
3)。

「医師の働き方改革に関する検討会 中

医師の宿日直に関する
ルール (一例)

本書式 (“ベージ)は、医師の宿日直の

取り扱いを明らかにするための周知文の一

例です。宿日直が断続的労働としての許可

をlt)て いることを前提としています。

まず、宿日直においては、基本的には待

機をすることとなるため、それを明確に記

載しています。

また、本書式は、医師が、宿日直におい

て急患や人院患者急変等への対応、経過確

認等の対応をすることを明記しています。

ただし、宿日直の許可基準を満たすために

は、急患や入院患者急変等への対応の頻度

がまれであって、宿口直中に十分に仮眠時

間を取ることのできるものである必要があ

ります。

運用実態として、急患や入院患者急変等

への対応等が頻繁に生じる場合や、仮眠時

間が |´分に取れない場合等には、本書式の

ようなルールを作成したとしても、宿日直

の静可基準を満たさないと考えられます。

その場合には、宿日直を断続的労働として

扱うのではなく、通常の労働時間として扱

う(例えば、日勤と同様の業務をすることを
1)宿直は迪 ,`探 夜の時‖帯に行われるため、精デ:手■については、深夜割■11金を含んだものとしてた
めることが逝

'卜

と考ぇられます。ただし、,こめ方については近時のAl」 1'11に冤み、注意が必要です。

2)「医師の1″綸に卿する検討会 第41口1 資利 1」
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関的な論点整理」においても、上記許可基

準に照らすと、現在現場で行われている宿

日直のほとんとがこれに該当しない可能性

があるとの指摘もあるところです。

つ

“



錮
前提に変形労働時間制等を導入し、夜勤シ

フトを組む)べきであると考えられます
い
。

{1)宿日直における業務の整理

本書式では、医師の宿日直における業務

として、①待機、②宿日直における軽度ま

たは短時間の業務、および③宿日直におけ

る通常業務に分けたうえで、③の宿日直に

おける通常業務については、急患や入院患

者急変等への対応や経過確認等を想定して

います。

賃金との関係では、①の待機および②の

宿日直における軽度または短時間の業務は

宿日直手当を支払うことで足り、時間外割

増資金等を支払う必要はありませんが、③

の宿日直における通常業務は断続的労働に

該当しない労働であるため、別途時間外割

増賃金等を支払う必要があります。

また、③の宿日直における通常業務につ

いては、宿日直の許可基準を満たすために、

原則として日中に対応可能な業務は除き、

宿日直中の急患や入院患者急変等、対応の

不可欠なものに限定して記載することが考

えられます。

(2)宿日直の特機時間を利用した業務

実務上、宿日直の待機時間 (特に仮眠を

それほど必要としない日直)を利用して、

日中の診療に関するカルテ整理や書類作成、

学会や勉強会等のための症例報告、論文作

成等の準備をしていることは少なくないと

考えられます。これらの学会等の準備時間

については病院の指示、義務づけ等の有無

によつては労働時間に該当し得ます (詳細

は5月 1日 号参照)。

ただし、これらの時間が労働時間に該当

し、宿日直の許可基準を満たさなくなるリ

スクがあるからといって、宿日直の待機時

間中にこれらの業務を一切禁止することは

実態になしまないと考えられますし、かえっ

て医師の時間外労働を増加させることにも

つながる可能性があります (宿 日直の待機

時間にできなかった作業を別途自宅や所定

労働時間外で行うことになるため)。

難しい問題ではありますが、本書式では、

上記許可基準を満たさなくなる法的リスク

と実務上の運用を考慮して、宿日直の待機

時間を利用した日中の診療に関するカルテ

整理や書類作成、学会や勉強会等の準備に

ついては承認制としています。承認制とす

ることによつて、医師の日常の労働時間や

仮眠の必要性等を考慮したうえで、宿日直

中に実作業を行う時間をできる限り短くし

ていくことが考えられます (上記許可基準

との関係では、宿日直中に上記作業を行う

ような状況が皆無またはまれであることが

望ましい)。

看護師の労働時間性

副業

同一労働同一賃金

布日直に関するルール (医師)

1 宿日直における業務内容6'

(1, 宿日直中は、基本的に院内の所定の場所において待機するものとする。
(2)宿 口直における軽慶又は短時間の業務は次のものとする°'。
・病院の定時巡回
・検温   ―以下、略―
(3)宿 日直中に、急患、入院患者の急変等が発生した場合には、次の業務 (1宿 日直における通常葉務1)
を行うものとする。
・急患、人院患者の急変等に対する診療、経過確認、手術等を含む医療業務
・上記鰺療に,0す る患者及び家族等に対する説明
・上記診葉に関するカルテ、診断書、紹介状等の作成   ―以下、略―
(4)宿口直 (特に宿直)においては、上記(2)又 は(3)以外の時間帯を除き、適宣食事、仮賦等を取る''な
ど、心身の回復に際める

8'。
なお、支障のない範囲で院内の設備を利用して自主的自己研鑽'｀ を行う

ことを認める。
(5)宿 日直の待長時rO中に、上記(2)又 は(3)以外の葉務 (例 :宿 日直中の診蒙等以外に関するカルテ整理、
書類作成等、部長の指示に基づく学会準備等。詳細は医師の労働時間に関するルール参照)を行う場
合、事前に部長の承認を得た上で行う。

2 宿日直の勤務回数
宿日直のシフトは、宿直週 1回、日直月 1回 を限度とし、次の通りとする。

宿直 :午後●時から午前●時

日直 :午前●時から午後●時

具体的なシフト表については、空月分を毎月0日 までに作成し、通知する。

3 待機場所、仮眠場所について
・原則として、宿日直中の待機場所は●●病棟●室とし、仮眠場所は00と する。
・宿日直中に、待機場所又は仮眠場所から離れる場合、構院支綸のスマートフォン又は機帯電話等を電
源が入っている状態で機帯し、連絡があった場合速やかに対応する。
・宿日直中に、上記 1(2)又は(3)以外の用件で、●分以上待機場所又は仮眼場所から離れる場合、あらか
しめ行き先を●●に記載する。

4 法定時間外割増賃金等の支給対摯になる場合
・宿日直のシフト中に、上記 1(2)記載の業務を行った場合、その時間については、宿日直手当によって

資金を支払い、法定時間外割増資金の支給対象とはしない。
・宿口直のシフト中に、上記 1(3)記載の 【精日直における通常業務〕又は上記 1(5)の部長の承認を得た
業務を行った場合、その時間については.所定の様式に従って報告する。その時間については、宿日
直手当とは別途、法定時:ll外割増資金等の支給対象とする (詳細は、医師の労働時間に関するルール

等参照)。

5 -― 以下.略

7月 1日 号

8月 合併号

9月 1日号

4)年俸約18∞万円の医師に対し、約lμЮ万円の米払賃金の支払いが認められた裁判例として、医療法人

社団恵青会事件 (東京地裁平蔵
"年
6月 ∞日)があります。本件は、宿口直が断競的労働としての計

可を得ていた事案ではありませんが、宿日直中の待機時間 (":DVDを饉賞していた私
"時
間等)の

労働時間該当性が争点でした (結論として、労働時同性肯定)。

5)実態に合わせて来務内容を記載することが考えられます。例えば、上記 1(2)記曖の業務を、医師では
なく看護師が行うこととしている場合には、本書式には記載しないことが考えられます。

6)宿 11直 を行う医師が,実際にとのような業務を行う必要があるかを明薇にするために、実態に応して
具体的に記載することが考えられます。

7)本書式では、宿日直中の食事や仮限等の時間につき、休憩時間としては考えない処理をしています。
3)特に宿直の場合、翌日も通常勤務が予定されていることも少なくないため、本書式では勤務に支障が
出ないよう、仮限を取るなど心身の回復に,めるべきことを明示しています。
9)自主的自己研鑽については、労働時間に該当しないと整理しています (5月 111,参照)。

次回以降の予定
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明 る い 未 来 に  1医 療法人寿大会 木村病院 事務部長 木村結花

1  想 、い を 馳 せ て 働 碑 3回 言葉を選び、気づきを促す
病院経営をリードする『病 院 羅 針 盤 』 6月 15日号予告

企 画 1 実効あるコス ト削減策 ～継続は力なり～
職員提案制度の運用とコス トマネージャーの

配置による職員への意識づけと経費削減
社会福祉法人函館厚生院函館中央病院経営企画諜係長 須摩直樹
経費節減プロジェクトにより診療材料経費を大幅減

大森赤十字病院会計課 新井雅人

企 画 2 多職種協働が求められる時代のチームリーダー育成
愛生館グループ (コバヤシヘルスケアシステム)副代表 小林清彦

企 画 3 病院事務管理者のための労働関係・助成金等の変更点・

YW00株式会社代表取締役・特定社会保険労務士 力露)2:栗子

企 画 4 リレー連載

メディアを味方につける
社会医療法人三愛会 大分三愛メディカルセンター 地域連携センター

広報担当 秦 圭治

しっかリマネジメント! 免疫チェックポイント阻害薬
がん・感染症センター都立駒込病院看護部 逆瀬川純子 ほか

日頃から、私は管理機として優位に ′ヽつ

ことが多いため、職11と は慎重に対話をす

るよう|こ′ふ力《けてヽ るヽ。

例えば、職場内に何度も同じようなミス

を繰り返す若手職員がいると、1仕
.Iが
早い

のはいいけれど (本 当は雑であると,,い た

いが、早いというIi業で評価する)、 じっく

りと層の力を抜いていきましょう|と 小メ′

で言う。本心は「緊張感がないから、 ミス

をするのよ」と言いたいが、
`,っ
てしまう

と大変なことになると分かっているから、

ここでとどめる。繰 !)返 し

'|:点

をすること

は、パワハラに該当する条件としてアウ |ヽ

と理解しているから慎 ,1に ,:策を選んでい

る。

しかし、 ミスの多い職tlを
'と

ていると、

この仕事に向いていないのかなあ ' イ円
'

もセンスであるからセンスがないのかなあ ?

と頭を悩ます。そして、私がたと1,riいた

答えは、センスがなければ,■けばf∫とかな

るかもしれない.では、どのように・Lン ス

を斎いていくか。111し ように スヽをする職

員を観察すると、共�するlr動が見えてき

た。

人間の行動は、その人が1llた 1′ ltの ′ヽ1容

で決まるとF:われる.情 報には11で
'こ

た1,1`

報、耳で聞く情報がある .も ちろん、それ

までの知識としての↑tf報 もある .私は、 ミ

スをする職員は聴党情報を頼りにし、「言

葉」や「文字」ですぐに行動しているよう

に思えてきた。そこで、頼まれた仕事を頭

で絵を描くようにイメージして、一息おい

て、それから行動するように伝えてみた。

これまでは、私が「これお願い」(付箋メ

モを付けた書類を手渡す)と 言うと、職員

は「はい」と言ってすぐに行動していた。

現在は「お願いしたことがあるの。やって

いる仕'Iが終わったら、(私に)声をかけ

て」と言う。すると職員はリラックスした

表情で、考えて、行動に移していると感じ

られるようになった。

これまでは、私のテンポに合わせて一生

懸命になるがゆえに思い込みが強くなり、

力が入りすぎてしまったこともあったのだ

ろう。

ひとき前、私が一般職Itのころ、熱血上

11に「業務の達成感は特別のことではなく、

1争通のことを根気よく続けることにある」

と言われたことがある。私は上司に言われ

たことをテキパキとこなしたため重宝がら

れたが、同僚からは使たがられ、ねたまれ

ることもあり、どちらがよいのか分からな

いと悩んだこともあった。それゆえ現在は、

数十年1:1の 自分と着手職員を重ね、職場の

パランスを見ながら、冷静に育てていこう

と考えている。

病院 :

病院2

病院と地域をつな

小さなことからコツコツと業務改善
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今日の患者トラブリス
対応とリスク管理の断尋
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活用方法

tel.03-5319-3620 faX顧 ココ0120‐73-3641
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